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自分より小さい相手に対しては特に、気持ちを察し手助けをしてあげる。 

先に遊んでいる小さい子たちの場所に割り込もうとせず、自分たちは他の場所を探す。 

自分にはわからなくても、友達が悲しんでいることを察し相槌を打ってあげる。 

遊びたくないのなら誘いに応じないで、相手が不快に思わない断わり方をする方法もあることを知る。

たとえそう思っていても、相手が傷つくような言葉を口に出すのは避ける。

「自分は知っていて相手は知らないことも、相手は知っていて自分は知らないこともある」ことを知る。 

自分とは違う感じ方や考え方をしている友達がいることを知る。

嫌なイメージのある言葉を使うのは避け、代わりの言葉を使って伝える。

事実を口にしただけでも、それが嫌味や自慢になってしまうときがあることを知る。 

自分の家で大事にしている決まり事を、他所の家でまで主張しないようにする。

法律にまではなっていなくても、多くの人が守っている約束事があることを知る。

友達にプレゼントをもらったときは、「有難う」の言葉を伝えるようにする。

人には秘密にしておきたいことがあることを知り、それを守る。

自分で決めた習慣やルールを守ることも大切だが、時にはそれを変える勇気も必要であることを知る。

疑いをもたれたときには、臆せず落ち着いて事実を伝える。
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